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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ｄ
ｅ
ａ
ｄ
 

ｏ
ｒ
 

ｄ
ｅ
ａ
ｄ
 

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
２
９
３
Ｍ

【
作
者
名
】

　
蜘
蛛
の
血

【
あ
ら
す
じ
】

　
知
ら
な
い
部
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
五
人
の
男
女
。

彼
ら
は
こ
の
先
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
。
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（
前
書
き
）

こ
の
小
説
は
、
ド
ア
Ｄ
と
言
う
小
説
の
二
次
創
作
で
す
。

ど
う
ぞ
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「
絶
対
犠
牲
が
出
ま
す
。

考
え
、
工
夫
し
、
祈
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

第
一
の
部
屋

「
絶
対
に
犠
牲
が
出
ま
す
。

考
え
、
工
夫
し
、
祈
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

「
な
ん
だ
な
ん
だ
？

何
を
祈
れ
っ
て
言
う
ん
だ
？
」

「
全
く
う
る
さ
い
ね
～
。
」

「
こ
こ
ど
こ
？
」

「
僕
ハ
、
確
カ
日
本
ヲ
回
ッ
テ
イ
タ
ハ
ズ
デ
ス
ガ
。
」

「
何
な
ん
で
す
か
？

こ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
。
」

五
人
の
男
女
が
目
覚
め
る
。

「
絶
対
に
一
人
犠
牲
に
な
り
ま
す
。

考
え
、
工
夫
し
、
祈
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

「
な
ん
だ
な
ん
だ
？
」

「
こ
こ
ど
こ
だ
？
」

「
そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
、
貴
方
た
ち
誰
で
す
か
？
」

「
ソ
ウ
言
ウ
貴
方
モ
誰
デ
ス
カ
？
」

「
・
・
・
・
自
己
紹
介
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
」

と
り
あ
え
ず
自
己
紹
介
。

「
俺
は
、
佐
藤
　
豪
」

さ
と
う

ご
う

黄
色
く
染
め
た
短
髪
の
男
性

「
私
は
、
岐
土
　
姜
子
」

き
ど

き
ょ
う
こ

黒
い
長
髪
の
優
等
生
の
よ
う
な
女
性
。

「
自
分
は
、
神
崎
盾
」

か
ん
ざ
き
じ
ゅ
ん

色
黒
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
。
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「
僕
ハ
、
ジ
ャ
イ
ケ
ル
・
ジ
ュ
ー
ン
デ
ス
。
」

日
本
通
の
よ
う
な
白
人
男
性
。

「
あ
た
し
は
、
釘
野
　
美
音
」

く
ぎ
の

み
ね

少
し
茶
が
か
っ
た
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
ー
の
女
性
。

自
己
紹
介
を
軽
く
し
て
、
此
処
が
ど
こ
か
を
散
策
す
る
。

「
っ
た
く
何
も
な
い
じ
ゃ
ね
ぇ
か
！
」

「
マ
ア
マ
ア
落
チ
着
キ
マ
シ
ョ
ウ
ヨ
佐
藤
サ
ン
。
」

「
・
・
・
・
。
」

「
何
か
あ
り
ま
し
た
？
」

「
何
も
有
ら
ん
が
な
。
」

何
も
な
い
と
あ
き
ら
め
か
け
て
い
た
頃
。

ガ
コ
ン
！

「
何
だ
？
」

壁
か
ら
文
章
の
書
か
れ
た
板
が
回
っ
て
き
た
。

「
え
ー
っ
と
読
み
ま
す
ね
。
」

「
オ
願
イ
シ
マ
ス
。
」

「
こ
の
部
屋
の
仕
掛
け
を
十
分
以
内
に
作
動
さ
せ
な
さ
い
。

犠
牲
と
な
る
も
の
は
、
一
瞬
で
消
え
去
る
で
し
ょ
う
。

な
お
、
十
分
以
内
に
作
動
さ
せ
な
け
れ
ば
、
毒
が
流
さ
れ
、
全
員
が
犠
牲
と
な

る
で
し
ょ
う
。

だ
そ
う
で
す
。
」

「
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
？
」

「
ど
う
で
も
い
い
だ
ろ
。

ど
う
せ
張
っ
た
り
だ
。
」

「
そ
う
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
一
応
仕
掛
け
を
探
し
ま
し
ょ
う
。
」

「
見
つ
け
た
ら
い
じ
ら
な
い
方
が
い
い
で
す
ね
。
」

「
Ｏ
Ｋ
！
　
皆
デ
探
シ
マ
シ
ョ
ウ
。
」

全
員
で
仕
掛
け
と
や
ら
を
探
す
。

捜
索
中
・
・
・
・

「
？
　
コ
レ
ジ
ャ
ナ
イ
デ
ス
カ
？
」
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ジ
ャ
イ
ケ
ル
が
床
に
あ
る
突
起
を
見
つ
け
た
。

「
お
、
で
貸
し
た
ぞ
！
」

全
員
で
、
そ
こ
に
よ
る
。

「
仕
掛
け
っ
て
、
ど
ん
な
ん
だ
？
」

「
一
瞬
で
消
え
去
る
っ
て
書
い
て
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
落
と
し
穴
か
な
ん
か
で

し
ょ
う
か
？
」

「
そ
の
く
ら
い
な
ら
良
い
で
す
け
ど
。
」

「
ど
う
い
う
こ
と
、
岐
土
さ
ん
？
」

「
私
、
こ
う
い
う
噂
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。

見
ず
知
ら
ず
の
五
人
が
選
ば
れ
、
一
人
ず
つ
犠
牲
を
出
し
な
が
ら
外
を
目
指
す

定
期
的
に
行
わ
れ
る
禁
断
の
ゲ
ー
ム
が
あ
る
と
。
」

「
な
ん
だ
そ
の
中
二
病
チ
ッ
ク
な
噂
は
？
」

「
話
は
最
後
ま
で
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
ゲ
ー
ム
に
選
ば
れ
る
も
の
は
、
と
あ
る
電
子
広
告
を
消
し
て
い
る
。
」

「
電
子
広
告
な
ら
あ
た
し
は
い
つ
も
消
し
て
ま
す
。

い
ろ
ん
な
サ
イ
ト
か
ら
迷
惑
メ
ー
ル
と
か
く
る
し
、
放
置
し
て
る
と
勝
手
に
契

約
さ
せ
ら
れ
て
い
そ
う
で
。
」

「
俺
は
、
こ
の
間
珍
し
く
来
た
広
告
を
消
し
た
だ
け
だ
ぞ
？
」

「
俺
も
、
そ
ん
な
と
こ
だ
。
」

「
僕
ハ
、
特
二
覚
エ
ガ
有
リ
マ
セ
ン
。

日
本
二
来
ル
前
ハ
、
広
告
ハ
勝
手
二
消
エ
ル
ヨ
ウ
ニ
シ
テ
オ
キ
マ
シ
タ
カ
ラ
。
」

「
私
は
、
心
当
た
り
が
あ
り
ま
す
。

確
か
、
こ
ん
な
広
告
で
す
。

「
君
は
こ
の
ゲ
ー
ム
で
生
き
残
れ
る
か
？
」
っ
て
言
う
や
つ
で
、
最
初
は
ネ
ッ

ト
の
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
か
何
か
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
」

「
そ
れ
な
ら
あ
た
し
の
と
こ
に
も
来
ま
し
た
。
」

「
最
後
に
消
し
た
の
は
そ
れ
で
ぜ
？
」

「
俺
も
そ
れ
だ
。
」

「
僕
ハ
、
勝
手
二
消
エ
ル
ノ
デ
ワ
カ
リ
マ
セ
ン
。
」

五
人
の
共
通
点
は
あ
っ
た
。
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そ
の
広
告
を
消
す
こ
と
が
、
こ
の
ゲ
ー
ム
の
参
加
条
件
な
の
だ
。

そ
ん
な
こ
と
を
し
て
る
う
ち
に
、
十
分
経
過
。

プ
シ
ュ
ー
！

「
毒
ガ
ス
か
よ
！
」

「
仕
方
ね
ぇ
！

俺
が
動
か
す
！
　
下
が
っ
て
ろ
！
」

盾
は
、
ほ
か
の
人
が
離
れ
て
す
ぐ
に
、
仕
掛
け
を
踏
ん
だ
。

そ
し
て
。

「
な
っ
！
？
」

ズ
ズ
ゥ
ゥ
ン
！

「
え
っ
？
」

「
キ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ

ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
」

上
か
ら
天
井
が
ス
イ
ッ
チ
の
半
径
１
ｍ
に
落
ち
て
き
た
。

そ
の
落
ち
る
直
前
に
は
、
グ
チ
ャ
だ
か
グ
シ
ャ
だ
か
、
言
葉
に
表
せ
な
い
音
が

し
た
。

「
毒
ガ
ス
は
本
物
だ
わ
、
本
当
に
犠
牲
は
出
る
わ
！

何
な
ん
だ
！
」

そ
し
て
、
仕
掛
け
を
動
か
し
た
後
、
毒
ガ
ス
は
止
ま
り
、
壁
が
開
き
戸
の
よ
う

に
あ
い
た
。

「
行
く
し
か
な
い
の
か
？
」

「
行
か
な
い
で
ど
う
す
る
ん
で
す
か
？

飢
え
死
に
し
ま
す
よ
。
」

「
う
う
・
・
ひ
っ
く
！
」

「
行
キ
マ
シ
ョ
ウ
。

ホ
ラ
、
釘
野
サ
ン
モ
、
泣
カ
ナ
イ
デ
。
」

「
は
い
・
・
う
う
。
」

そ
の
扉
を
く
ぐ
る
と
、
暫
く
ま
っ
す
ぐ
な
廊
下
が
続
い
て
い
た
。

「
い
つ
ま
で
続
く
ん
で
す
か
？
」

「
と
り
あ
え
ず
続
く
限
り
行
く
し
か
な
い
だ
ろ
？
」



7

「
ソ
レ
ガ
一
番
デ
ス
。
」

「
・
・
・
・
」

し
ば
ら
く
進
む
と
、
扉
が
あ
る
。

「
次
は
ど
ん
な
仕
掛
け
何
だ
？
」

「
行
ッ
テ
ミ
ナ
イ
ト
分
カ
リ
マ
セ
ン
ヨ
。
」

「
生
き
残
る
た
め
に
も
行
き
ま
し
ょ
う
。
」

「
・
・
・
・
」

さ
っ
き
か
ら
、
美
音
は
無
言
で
あ
る
。

ギ
イ
ィ
ィ
ィ
！

第
二
の
部
屋

あ
け
る
と
、
そ
の
部
屋
に
は
天
井
に
つ
な
が
れ
た
四
つ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
あ
っ

た
。

「
何
な
ん
だ
今
度
は
？
」

「
ア
リ
マ
シ
タ
。

エ
ー
ッ
ト
。

「
全
員
が
そ
こ
に
あ
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
く
だ
さ
い
。

誰
か
が
お
ぼ
れ
れ
ば
扉
が
開
き
ま
す
。

十
分
以
内
に
か
ぶ
ら
な
け
れ
ば
毒
が
流
れ
、
全
員
が
犠
牲
に
な
る
で
し
ょ
う
。
」

ダ
ソ
ウ
デ
ス
。
」

ジ
ャ
イ
ケ
ル
は
そ
れ
を
読
み
終
え
、
四
つ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
見
る
。

「
ド
レ
カ
カ
ラ
水
ガ
出
ル
ノ
デ
シ
ョ
ウ
カ
？
」

「
だ
っ
た
ら
、
さ
っ
さ
と
選
ぼ
う
ぜ
。

ど
れ
に
な
ろ
う
と
運
次
第
だ
。
」

何
故
か
豪
は
、
諦
め
か
け
て
い
る
。

「
そ
う
で
す
ね
。

誰
が
死
ん
で
も
恨
み
っ
こ
な
し
で
す
よ
。
」

「
分
か
り
ま
し
た
。
」

「
勿
論
デ
ス
！
」

四
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
適
当
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
選
び
、
そ
の
前
に
立
っ
た
。

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
せ
ー
の
で
行
く
ぜ
。
」
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「
Ｏ
Ｋ
」

「
は
い
。
」

「
ど
う
ぞ
。
」

四
人
は
覚
悟
を
決
め
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
下
で
屈
む
。

「
せ
ー
の
！
」

全
員
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
頭
を
入
れ
る
と
。

シ
ュ
ー
！

（
首
の
と
こ
が
閉
ま
っ
た
！

つ
ま
り
俺
が
犠
牲
か
？
）

だ
が
、
周
り
を
見
る
と
、
全
員
そ
の
よ
う
だ
。

「
ド
ウ
言
ウ
事
デ
シ
ョ
ウ
カ
？
」

皆
不
思
議
が
っ
て
い
る
と
。

チ
ョ
ロ
ロ

ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
水
が
流
れ
て
き
た
。

「
持
久
戦
か
！
？
」

「
オ
ウ
！
」

「
何
で
こ
ん
な
。
」

「
も
う
、
嫌
。
」

で
き
る
限
り
息
を
深
く
吸
っ
て
、
息
を
止
め
る
。

・
・
・
・
・
…
・
…
・
・
…
・
…
・
・
…
・
…
・
・
…
・
…
・
・
…
・
…
・
・

…
・
…
・
・
…
・
…
・
・
…
・
…
・
・
…
・
…
・
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ゴ
ボ
ァ
！

「
も
う
限
界
！
」

美
音
が
お
ぼ
れ
た
。

其
れ
に
よ
っ
て
ほ
か
の
三
人
の
水
が
抜
け
て
助
か
っ
た
。

「
ハ
ァ
・
・
ハ
ァ
ハ
ァ
。
」

「
釘
野
サ
ン
。
」

「
仕
方
な
い
さ
。

あ
い
つ
が
犠
牲
に
な
っ
た
お
か
げ
で
助
か
っ
た
ん
だ
。
」

「
と
に
か
く
助
か
っ
た
ん
だ
か
ら
先
に
進
み
ま
し
ょ
う
。
」
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「
あ
あ
。
」

「
ソ
ウ
シ
マ
シ
ョ
ウ
。
」

待
た
な
い
が
い
廊
下
が
続
く
。

そ
し
て
、
そ
の
先
に
は
。

第
三
の
部
屋

「
今
度
は
な
ん
で
し
ょ
う
？
」

そ
こ
に
は
、
中
華
テ
ー
ブ
ル
に
、
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
パ
ス
タ
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
、

ス
テ
ー
キ
、
サ
ラ
ダ
、
テ
ィ
ラ
ミ
ス
、
炒
飯
、
グ
ラ
タ
ン
、
コ
ー
ン
ポ
タ
ー
ジ

ュ
、
刺
身
、
タ
コ
ス
、
プ
レ
ー
ン
オ
ム
レ
ツ
、
鰈
の
煮
付
け
が
置
か
れ
て
い
た
。

椅
子
の
数
は
五
。

「
え
っ
と
、
今
度
は
。

「
好
き
な
椅
子
に
す
わ
り
、
一
人
一
品
ず
つ
一
口
だ
け
食
べ
な
さ
い
。

は
ず
れ
を
引
け
ば
犠
牲
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
同
じ
も
の
を
選
ん
で
も
同
じ
で
あ
る
。

十
分
以
内
に
始
め
な
け
れ
ば
毒
が
流
れ
全
員
が
犠
牲
に
な
る
で
し
ょ
う
。
」

だ
と
よ
。
」

「
ロ
シ
ア
ン
ル
ー
レ
ッ
ト
デ
ス
ネ
。
」

「
や
る
し
か
な
い
ん
で
す
ね
。
」

一
人
ず
つ
、
適
当
な
椅
子
に
す
わ
り
、
始
め
る
。

「
俺
か
ら
行
く
。

・
・
・
・
こ
の
オ
ム
レ
ツ
に
す
る
か
。
」

プ
レ
ー
ン
オ
ム
レ
ツ
を
選
び
、
一
口
。

「
・
・
・
・
セ
ー
フ
だ
な
。
」

「
ソ
レ
デ
ハ
、
次
ハ
僕
デ
ス
。
」

ジ
ャ
イ
ケ
ル
は
、
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
パ
ス
タ
を
選
び
、
豪
快
に
食
べ
る
。

「
お
い
、
毒
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
よ
。
」

「
毒
ダ
ト
シ
タ
ラ
、
全
体
二
塗
ッ
テ
ア
ル
ハ
ズ
デ
ス
。

ダ
ッ
タ
ラ
、
思
イ
ッ
キ
リ
食
ベ
マ
シ
ョ
ウ
。
」

ジ
ャ
イ
ケ
ル
が
ご
も
っ
と
も
な
こ
と
を
言
う
。

ヴ
ヴ
ヴ
ヴ
ヴ
ヴ
ヴ
ヴ
ヴ
ヴ
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「
羽
音
？
」

「
ど
う
し
た
ん
だ
い
？

早
く
し
な
よ
。
」

「
あ
、
は
い
。
」

姜
子
は
、
ス
テ
ー
キ
を
選
び
、
上
品
に
一
口
。

「
・
・
・
・
セ
ー
フ
で
す
ね
。
」

二
週
目

ヴ
ヴ
ヴ
ヴ
ヴ
ヴ
ヴ
ヴ
ヴ

（
何
な
ん
で
し
ょ
う
、
こ
の
音
？
）

「
え
っ
と
、
じ
ゃ
あ
こ
れ
に
し
よ
う
か
な
？
」

豪
は
、
刺
身
を
選
び
、
食
べ
る
。

「
・
・
・
・
セ
ー
フ
だ
。
」

「
僕
デ
ス
ネ
。
」

ジ
ャ
イ
ケ
ル
は
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
選
択
し
、
一
枚
一
口
。

「
・
・
・
・
セ
ー
フ
ｄ
」

ガ
コ
ン
！

「
！
」

姜
子
と
、
豪
の
椅
子
が
下
が
っ
た
。

「
何
だ
？
」

「
ア
ウ
ト
？
」

「
Ｏ
ｈ
 

ｍ
ｙ
 

ｇ
ｏ
ｄ
！
」

引
い
た
椅
子
の
上
か
ら
、
ガ
ラ
ス
の
壁
が
下
り
て
き
て
、
豪
と
姜
子
を
囲
む
。

「
何
で
あ
ん
な
に
気
楽
な
ん
だ
？
」

「
さ
ぁ
？
」

「
僕
ハ
、
軍
人
ダ
ッ
タ
ン
デ
ス
ヨ
。
」

自
分
が
死
ぬ
と
い
う
の
に
、
昔
話
を
始
め
る
ジ
ャ
イ
ケ
ル
。

（
な
る
ほ
ど
。

軍
人
の
精
神
な
ら
こ
の
く
ら
い
は
大
丈
夫
っ
て
こ
と
か
。
）

「
サ
ァ
、
僕
ノ
死
二
方
ハ
何
デ
ス
カ
？
」

そ
の
後
、
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
回
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
隙
間
が
あ
る
。
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ヴ
ヴ
ヴ
ヴ
ヴ
ヴ
ヴ
ヴ
ヴ
ヴ

「
蜂
！
」

「
コ
レ
ハ
流
石
二
怖
イ
デ
ス
。
」

ジ
ャ
イ
ケ
ル
は
、
そ
の
場
か
ら
動
か
ず
、
蜂
に
刺
さ
れ
て
命
を
落
と
し
た
。

プ
シ
ュ
ー
！

「
毒
！
？
」

毒
か
と
思
い
き
や
、
蜂
が
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
い
く
。

「
ど
う
や
ら
殺
虫
剤
み
た
い
で
す
。
」

全
て
の
蜂
が
死
ぬ
と
、
ガ
ラ
ス
の
壁
が
上
が
る
。

そ
し
て
、
次
の
部
屋
へ
の
扉
が
開
く
。

そ
し
て
、
ま
た
長
い
廊
下
が
続
く
。

第
四
の
部
屋

部
屋
に
は
、
四
つ
の
箱
が
あ
る
。

「
あ
り
ま
し
た
。

え
っ
と
今
度
は
。

「
好
き
な
箱
を
開
け
な
さ
い
。

犠
牲
者
が
出
れ
ば
外
へ
の
扉
は
開
か
れ
ま
す
。

十
分
以
内
に
、
犠
牲
者
が
出
な
け
れ
ば
毒
が
流
れ
、
全
員
が
犠
牲
に
な
る
で
し

ょ
う
。
」

で
す
。
」

そ
の
言
葉
に
、
二
人
と
も
一
瞬
息
が
と
ま
っ
た
。

「
ま
、
少
し
準
備
す
る
時
間
は
作
る
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
選
ぼ
う
ぜ
。
」

「
は
い
・
・
・
・
」

今
日
こ
の
開
け
た
箱
に
は
、
丸
鋸
。

豪
の
明
け
た
箱
に
は
鎖
。

「
・
・
・
・
こ
れ
っ
て
。
」

「
殺
し
あ
え
っ
て
こ
と
だ
な
。
」

二
人
は
、
ま
た
一
瞬
息
を
と
め
た
。

そ
し
て
、
二
分
ほ
ど
二
人
は
心
の
準
備
を
し
て
。

「
や
る
し
か
な
い
で
す
ね
。
」
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「
あ
あ
。

気
は
向
か
な
い
が
生
き
残
る
た
め
だ
。
」

二
人
は
、
ぎ
こ
ち
な
い
構
え
を
と
る
。

「
！
」

ジ
ャ
ラ
！

「
悪
い
な
。

俺
も
こ
ん
な
と
こ
で
死
に
た
か
無
ぇ
ん
だ
。
」

ザ
ク
！

「
あ
が
っ
！
」

姜
子
は
、
第
三
の
部
屋
で
く
す
ね
て
お
い
た
フ
ォ
ー
ク
で
豪
の
首
を
刺
し
た
。

「
！
！
！
！
！
！
」

言
葉
に
な
ら
な
い
声
を
出
し
な
が
ら
、
姜
子
は
丸
鋸
で
豪
の
首
を
切
り
落
と
し

た
。

「
ハ
ァ
ハ
ァ
・
・
ハ
ァ
。
」

豪
を
殺
し
た
姜
子
は
、
外
に
出
れ
る
と
い
う
期
待
だ
け
で
上
に
上
が
っ
た
。

だ
が
。

「
え
・
・
あ
あ
。
」

そ
こ
に
は
、
ま
た
同
じ
よ
う
な
部
屋
が
あ
っ
た
。

だ
が
、
今
ま
で
と
違
う
の
は
ほ
か
に
も
階
段
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
出
て
き
た
で

あ
ろ
う
人
が
十
数
人
。

そ
の
人
た
ち
の
人
が
一
言
。

「
何
だ
？
　
あ
ん
た
の
と
こ
は
一
人
か
。
」

「
一
人
？
」

「
ハ
ッ
！
」

此
処
は
第
二
の
部
屋
。

お
ぼ
れ
た
美
音
が
目
覚
め
た
。

「
生
き
て
る
？

・
・
・
・
そ
う
か
。

お
ぼ
れ
る
と
、
お
ぼ
れ
死
ぬ
は
違
う
か
。
」
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そ
の
後
、
何
か
を
考
え
、
は
っ
と
ひ
ら
め
く
。

「
さ
っ
き
の
部
屋
で
は
、
脚
を
伸
ば
す
か
、
思
い
っ
き
り
走
り
抜
け
れ
ば
何
と

か
な
っ
た
の
か
な
？
」

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
、
開
い
て
い
る
扉
を
進
む
。

「
全
部
あ
い
て
る
。
」

そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
上
に
行
け
る
階
段
を
上
が
る
。

「
あ
、
姜
子
さ
ん
。
」

「
美
音
さ
ん
？

生
き
て
た
の
？
」

「
ど
う
や
ら
生
き
残
れ
た
み
た
い
で
す
。
」

他
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
。

「
生
き
残
り
は
も
う
い
な
い
の
か
？
」

「
は
い
。

私
が
来
る
と
き
は
も
う
死
体
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

美
音
は
、
あ
る
程
度
の
説
明
を
す
る
。

「
・
・
・
来
ま
し
た
よ
。
」

「
や
っ
と
か
。
」

や
っ
と
と
い
う
こ
と
は
、
何
か
を
待
っ
て
い
た
様
子
。

「
来
た
っ
て
何
が
で
す
か
？
」

「
第
二
ス
テ
ー
ジ
さ
。
」

「
第
二
ス
テ
ー
ジ
？
」

「
あ
あ
、
全
部
の
部
屋
の
生
き
残
り
が
集
ま
る
と
始
ま
る
っ
て
書
い
て
あ
っ
た

ぞ
？
」

「
ど
こ
で
す
か
？
」

「
あ
そ
こ
だ
。
」

美
音
と
、
姜
子
は
看
板
の
字
を
読
む
。

「
全
員
が
集
ま
っ
た
ら
、
次
の
試
練
が
始
ま
り
ま
す
。

仕
掛
け
が
現
れ
た
ら
、
五
分
以
内
に
動
か
し
な
さ
い
。

な
お
、
第
二
の
試
練
は
一
つ
の
試
練
の
時
間
は
五
分
で
す
。
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五
分
以
内
に
仕
掛
け
を
動
か
さ
な
け
れ
ば
、
全
員
が
犠
牲
に
な
る
で
し
ょ
う
。
」

其
れ
を
呼
ん
だ
と
き
、
美
音
は
膝
を
つ
い
た
。

「
必
ず
犠
牲
が
出
ま
す
。

考
え
、
工
夫
し
、
祈
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
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（
後
書
き
）

ど
う
で
し
た
か
？

感
想
と
か
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

で
は
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

dead or dead 
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